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【Abstract】It's found in the literature research of Value Co-Creation that the active elements of con-
sumers are more and more valued. However, there is still a lack of research on the relationship be-
tween Value Co-Creation and social development. Nowadays, nevertheless, social problems such as 
environment, poverty, disasters and diseases are growing geometrically. Enterprises should not only 
pay attention to the economic benefits, but also pay attention to the solution of social problems in 
their business activities. Besides, with the change of consumer consciousness, enterprises should 
induce actively and give full play to the initiative of consumers. And enterprises can generate new 
value by solving the social problems that consumers care about, and finally realize the Social Value 
Co-Creation of between enterprises and consumers.





























はその代表的な研究3として、Payne et al.,（2007）、Frow et al., （2010）、von Hippel（1994；
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シが主役」が消費を動かす―お客様の “成功 ” をイメージできますか？』ダイヤモンド社。Arnould, 
価値共創と社会的かかわりに関する一研究 19論　　説
2006）、小川（2000；2006）、日野（2002；2003；2009）、Arnould and Price（1991）、Fournier
（1998）、Fournier and Lee（2009）、そして Fournier and Mick（1999）などを挙げている。 2つ
目は、さまざまなプレーヤーがかかわり、どのように資源を再構成するかという視点で価値共創
を議論する「システム」論である。彼は、その代表的な研究4として Normann and Ramirez
（1993；1994）、Normann（2001）、Moller and Rajala（2007）、Vargo et al.,（2008）、そして
Maglio et al.,（2009）などを挙げている。 3つ目は、価値共創が成功するための成功要件や境界
条件を明らかにしようとする「要素」論である。その代表的な研究5として Prahalad and Ramas-
wamy（2004）、小森・名和（2001）、そして内田（2009）などが挙げられている。
次に、李・金（2013） は、先行文献から価値共創に関する研究を次の 3つにまとめている。 1
つ目は、価値共創が共同生産であるとするものである。彼らは、その代表的な研究として Kam-





の代表的な研究として Heinonen et al.,（2010）が挙げられている。
最後に、張（2016）は、マーケティングの視点から消費者が独自に判断する価値を共創とし、
それに焦点をあてながら、価値共創に関する研究を次の 3つにまとめている6。 1 つ目は、S-D
ロジックの捉え方である。すなわち、①価値を判断または創造するのは消費者である。②消費者
は単独で価値を判断または創造することができないことから、価値は常に消費者と他の主体に
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任のピラミッドを提唱している。ピラミッドの基底部に ｢経済的責任｣ を置き、その上には ｢法












る。さらにポーター （2008）は、受動的 CSRは 2つの要素からなることを明らかにしている15。
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図表 1　企業の社会的責任のピラミッド
（出所）Carroll, A. B. （1991） “The Pyramid of Corporate Social responsibility: Toward the Moral Management of Or-


















































































































22　National Geographic and GlobeScan“Greendex2014:Consumer Choice and the Environment A world-
wide Tracking Survey”p.35.
図表 4　世界18か国における消費者が関心を持つ問題の比較（2010年・2012年・2014年）
（出所）National Geographic and GlobeScan“Greendex2014:Consumer Choice and the Environment A worldwide 
Tracking Survey”p.18.“Greendex2012:Consumer Choice and the Environment A worldwide Tracking Survey”p.2
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